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はじめに
ミヤマシトド Zonotrichia leucophrysは，通常，アラス
カやカナダで繁殖し，アメリカ南部やメキシコなどで
越冬するミヤマシトド属Zonotrichiaの鳥である（日本
鳥学会 2012）．日本での観察例は極めて少なく，迷鳥 

(accidental visitor, vagrant)として渡来する（日本鳥学
会 2012, Brazil 2018）．北海道内における本種の記録
は，1969年3月と1975年2月に別海町（高野 1982, 

高田 1991），2011年5月に利尻島（田牧 2012）で報
告されているほか，2022年4月に札幌市（YouTube

チャンネル「技研工房」，https://www.youtube.com/

watch?v=ogtqxwJ2FNA, 2023年10月19日閲覧）に
おける観察例がある．筆者は2022年12月30日に，北
海道網走市内において本種1羽を確認し，2023年4

月24日までの間，同一個体と思われる本種を継続的
に観察した．これまで本種のオホーツク総合振興局
管内（以下，オホーツク管内）における観察記録は報
告されておらず，また北海道内において本種の確実な
越冬記録は報告されていないため，ここに報告する．
なお，本報告に記載する各鳥類の学名と和名につい
ては，「日本鳥類目録，改訂７版」（日本鳥学会 2012）
に準拠した．

観察環境
観察地周辺の環境は，網走市内にある樹高約35 m

のアカエゾマツPicea glehniiの植栽林とその近傍に樹高
約6 mのヒメリンゴMalus prunifoliaが１本植栽されてい
る環境だった（図1; 私有地に付き，詳細を省略する）．
また観察地にほど近い住宅の庭にはカエデ類やサクラ
類などの落葉樹があり，観察地から100-150 ｍほど南
側には，アカエゾマツと同等の高さの常緑針葉樹の並
木があった．ヒメリンゴの木には2種類の餌台が各2

基，計4基が設置されており，各餌台の間隔は1-2 m

程度だった．餌台の種類は一つが筒状のもの（直径8 
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cm × 高さ19 cm，地上から1.3 mと1.5 m），もう一方は
屋根が付いた木造のものであった（幅20 cm × 奥行20 

cm × 高さ27 cm，地上から1.5 mおよび幅20 cm × 奥行
16 cm × 高さ23 cm，地上から90 cm）．筒状の餌台に
はヒマワリの種が入っていて，屋根付きの餌台に市販
の野鳥用の配合飼料が入っていた．この商品のラベル
に，使用原料は「ミレット，キビ，小粒ヒマワリ，ヒエ，
サフラワー，割トウモロコシ，ソバ，カナリヤシード，マ
イロ，麻の実，小麦，ムキオーツの麦」が配合とされて
いるが，「原材料事情により，一部変更する場合があり
ます」と記載されていた．この環境がたまたまあったも
のだが，本個体はこの環境で越冬することとなった．

観察方法
本種の観察は肉眼または双眼鏡を用いて行い，撮
影には70-200mmの望遠レンズを装着したデジタル
一眼レフカメラを使用した．本種の滞在期間中は１日
１回から最大12回の観察を行ない，各観察時間は
数秒から30分以上に及んだ．本個体の滞在時間帯
と行動などを記録した．

観察記録
筆者が本種を初めて観察したのは2022年12月30

日だった．筆者にとって見慣れない鳥であったため，
本個体を撮影した後に，通常参考にしている北海道
の野鳥図鑑を用いて同定を試みたが，本個体に該当
する個体の写真が掲載されていなかったため，「日本
の野鳥（山と渓谷社 2014）」を用いて照合した．撮影
された本個体（図2）は黄色の嘴を持ち，頭部から胸
部にかけて灰褐色味を帯びていて，また，褐色の頭
側線と過眼線と淡い灰褐色の眉斑を有し，頭央線も
灰褐色だった．2023年４月７日頃から，頭部が換羽し
ていく様子が見られ，頭央線及び眉斑の羽毛が白色
へ換羽し，頭側線も黒色の羽毛へ換羽し，背上面は
褐色で，黒色の縦斑があった（図3-4）．また，大雨
覆及び中雨覆の羽縁は白色で．腰は淡褐色だった．
以上の特徴から本個体をミヤマシトドと同定した．本
個体の年齢について検証したところ，ミヤマシトドの
第一回冬羽では褐色の頭側線，灰褐色の頭央線及
び眉斑を有し，第一回夏羽以降の個体では黒色の頭
側線，白色の頭央線及び眉斑を有することが本種で

図2．観察された第一回冬羽のミヤマシトド，2022年12月30日，ダグラス・ブラート撮影．
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図3．第一回夏羽移行中の同一個体，2023年4月7日，ダグラス・ブラート撮影．

図4．第一回夏羽移行後の同一個体，2023年4月23日，ダグラス・ブラート撮影．
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はよく知られている（図4）．上記の本個体の換羽状況
と照らし合わせ，本個体の初観察時の齢を第一回冬
羽とした．
　本種は初観察された日から2023年4月24日までの
滞在期間中はほぼ毎日観察された．観察期間中に
本種の他に観察地へ飛来した鳥類は22種を確認し，
本個体と他の鳥類との関係性を検証するために飛来
した鳥類を4つのグループに整理した（表１）．毎日
もしくはほぼ毎日飛来した種を3つのグループにした：
（1）全期間に及ぶ飛来種（主にカラ類5種：シジュ
ウカラParus minor，ヤマガラPoecile varius，ハシブトガ
ラPoecile palustris，コガラPoecile motanus，ゴジュウカ
ラSitta europaeaおよびシメCoccothraustes coccothraustesと
ヒヨドリHypsipetes amaurotis等），（2）冬季のみの飛来種
（ツグミTurdus naumanni，カケスGarrulus glandarius，
エナガAegithalos caudatus，アトリFringilla montifringilla

等）と，（3）春先の期間中の飛来種（カワラヒワChlori 

sinicaとキジバトStreptopelia orientalis）．ここで示す「冬
期間」は雪解けが目立ち始める3月上旬まで , 「春先」
とは本個体の滞在記録が途絶える4月24日までと
する．全期間中，稀に飛来した種（アオジEmberiza 

spodocephala，ヒガラPeriparus ater等）を表1のグルー
プ4にまとめた．鳥類以外では，筒形の餌台や地面
にあったヒマワリの種を食べに来たエゾリスSciurus 

vulgaris orientis 2-4匹も期間を通じて毎日観察された．
　初確認日である12月30日から1月3日までは，本
個体はアオジと同時に観察されることが多かった（期
間中の40％；表2）．本個体はアオジと共にヒメリンゴ
に留まったり，共に地上で採餌する様子が見られたた
め，多くの時間をアオジと行動を共にしていることが
示唆された．
　次いで，1月4日から同月13日までは，アオジの確
認が一時途絶えたためか，アオジに代わって本個体と
同時に観察された種はスズメであった（全体の22％; 

表2）．スズメは1月3日まで毎日飛来していたが，本
個体と同時に観察されることはなかった．1月4日と同
月6日の間，本個体はスズメと同時に観察されたこと
がもっとも多く（32%; 表2），スズメが頻繁に採餌する
餌台で本個体も5日に初めて餌台で採餌している様
子が観察された．1月5日と同月6日，本個体とスズメ
は共に餌台で採餌する場面が数回見られた．1月7日

には本個体が採餌をしたりヒメリンゴの木に留まった
りした後，木の上にあるアカエゾマツの枝へ飛翔する
場面が初めて観察された．この行動は同所で観察さ
れるカラ類で頻繁に見られる行動だった．1月11日か
ら同月13日までは，スズメと一緒にいる頻度が平均
5%まで減少した（表2）．1月14日から27日の間はス
ズメの確認が一時途絶えたが，その間，本個体はもっ
ぱら上記のパターンにおいて単独で行動していた．
　1月28日，同月31日と2月2日に，再度スズメを確
認したが，本個体が一緒にいたのは2月2日のみで，
本個体はスズメと共に地上で採餌していた際に，スズ
メを2回ほど追いかける様子が観察された（表2）．
　2月22日から同月27日まで，アオジが再び確認さ
れたが，本個体と一緒にいる頻度が以前より大幅に
減った（表２）．この期間のアオジの観察数は，29回
だったが，本個体が近くにいた回数は3回のみで，同
月23日の朝，ヒメリンゴの木の下で採餌中のアオジを
本個体が追いかける行動が2回確認された（表2）．
　3月5日までは，本個体が毎日確認されたが，3月
6日から同月26日までは，確認頻度が急に減り4回の
みであった．この時期は雪解けが進み，3月5日から
同月8日まで晴天が続き，日中の気温は10ºC程度ま
で上昇した．3月7日の夜は満月だったこともあり，こ
れらの要因が本個体の行動パターンに何らかの変化
を及ぼした可能性も考えられたが，はっきりとした理
由は不明である．本個体は3月9日に，4日ぶりに観
察地で再度確認されたが，3月10日から同月26日ま
で，3回しか確認できなかった（3月16~17日と同月20

日）．3月27日からは確認頻度がまた増え，最終確認
日の4月24日までは，ほぼ毎日観察されたことから，
確認頻度が低くなった時期にも大きく移動せず，近く
には滞在していたものと思われた．
　本個体は，前述の行動以外にも，周辺を見回しつ
つ，数分から最大25分程度，枝条に留まる行動がし
ばしば見られた．採餌中の時と同様に，この時にカラ
類が近くにやってきても気にするような様子は見られ
なかった．
　本個体と他種間の関係を観察したところ，異種間に
起こる採餌場からの排除や餌の奪い合いなどの行動が
見られたが少なかった．一方でカラ類などでは同種間ま
たは異種間での排他的行動が頻繁に確認された．
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考察
日本に飛来するミヤマシトドは，亜種Z. l. gambelii 

とされている (日本鳥学会2012; Brazil 2018)．本亜
種は他の亜種よりも日本に近いアラスカやカナダ北
部で繁殖することが知られている．8月頃に繁殖地か
ら越冬地へ向けた渡りを開始し，北米西海岸の内陸
ルートを経由し数千キロを辿って，約60日間で越冬
地のアメリカ南西部などへ渡る（DeWolfe 1968）．同
じくDeWolfe (1968)によれば，本亜種が越冬地へ渡
る距離が約4,000 km，飛翔速度が約32 km/h，1日
65km（つまり約2時間程度）飛ぶと仮定した場合，多
くの時間を休息や採餌に費やすことで，越冬地から
繁殖地への渡りに要する期間は約35日間よりも多く
の日数を要すると報告されている，また，未成鳥の個
体も成鳥と同じように渡りを行うことができるとされ
ている．

1936年に本種が日本国内で初めて記録されて以来
（岡 1972; 日本鳥学会2012），これまでに25回ほど
の記録がある（表3）．国内における本種の記録の多
くは，第一回冬羽であると考えられる．成鳥は本来の
渡来経路とは逆方向の日本まで迷行する可能性は低
いと思われるが，本個体のように日本で最初の冬を
過ごした第一回冬羽の個体が本来の繁殖地へ戻っ
た場合，再び越冬するために日本へ渡来するかにつ
いては不明である（2024年3月中旬現在，昨年の本
観察地で，本種の再確認は無い）．
本個体が観察地へ迷行した経緯については，上
記した本亜種の渡りの特性上，アラスカやカナダ北
部の繁殖地を飛び立ち，アリューシャン列島から千
島列島またはサハリンを経由して北海道へ渡来した
ことが推測される．IUCNの報告で本種は，ロシア
の東部においても迷鳥とされている（https://www.

iucnredlist.org/species/22721088/136821496, 2023

年10月19日閲覧）．根室海峡から近い別海町におい
て，過去2回の観察記録があったことから，本種が
千島列島を経由して渡来して来た可能性が示唆さ
れる．一方で，利尻島や札幌への渡来は，大陸側
またはサハリン経由で飛来した可能性も考えられる．
オホーツク管内への渡来については，地理的観点か
ら北海道内陸またはオホーツク海岸沿いを経由した
双方の可能性が考えられるため，千島列島もしくは

サハリン経由のいずれかのルートの可能性があると
考えられる．
別海町の2回の観察は，いずれも2-3月だったが，
年齢に関する明確な記録が確認できていない．利尻
島と札幌市の観察は，いずれも4-5月で，成鳥とし
て記録されている（利尻：田牧2012; 札幌： https://

www.youtube.com/watch?v=ogtqxwJ2FNA, 2023 年
10月23日閲覧）が，飛来時に第一回冬羽か成鳥で
あったかは不明である．

2017年に埼玉県の大久保農耕地で越冬したミヤ
マシトド成鳥のさえずり音声があった：https://www.

youtube.com/watch?v=rPbjdm06bWk (佐藤ら，2017; 

2023年10月23日閲覧)．動画では本種は囀っているこ
とから，この個体が雄と推測されるが，本観察個体は
鳴き声の確認ができなかったため，性別は不明とした．
観察地の本個体と他種との関係に，特徴的な関
係性が観られなかったが，札幌市の観察場面の餌
台で撮られた動画では，本観察地で観られた本個
体と他種の関係性に類似しており，札幌市で撮影さ
れた動画では主に3-4羽のアトリとミヤマシトドが干
渉し合う様子もなく共に採餌していた（https://www.

youtube.com/watch?v=ogtqxwJ2FNA, 2023 年 10 月
23日閲覧）．
本個体の滞在の最後の6週間（3月7日から4月24

日まで）のパターンを確認したところ，雪解けが進行
したタイミングにもなっているが，3月6日から同月26

日までの21日間に，4回（19%）しか観察できなかっ
た．これに対し，3月27日から4月24日までの27日
間では22回（81%）本個体が確認できた．4月17日に
は観察全期間で最多となる12回の観察が記録され
た．本亜種は渡り前に，3-5日間で脂肪を蓄え体重
を最大限に増加させることができると報告されている
（King 1961）．したがって本個体が観察終盤に多数
観察できたのは，渡るための栄養を備える活動に集
中していたためと推察できる．
本亜種の本来の越冬地であるアメリカ南西部やメ

キシコは，降雪が極めて少ない地域であるが，本事
例のように雪が多い地域であっても，餌が十分に確
保できていれば無事に越冬でき，換羽も順調に進む
ものと思われた．今後も日本における本種の観察記
録に注目したい．
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 co
cco

th
ra

us
tes

–
–

A
1.

7
C

1.
0

A
1.

0
B

1.
0

B
1.

0
C

1.
2

C
1.

0
C

1.
0

8
ヒ

ヨ
ド

リ
H

yp
sip

ete
s a

m
au

ro
tis

B
2.

5
D

1.
8

A
1.

8
A

2.
0

A
1.

2
A

1.
5

A
1.

1
A

1.
7

A
1.

7

9
ア

カ
ゲ

ラ
D

en
dr

oc
op

os
 m

aj
or

A
1.

0
A

1.
9

A
1.

3
A

1.
8

A
1.

5
A

1.
7

A
1.

1
A

1.
0

A
1.

0

10
コ

ゲ
ラ

D
en

dr
oc

op
os

 ki
zu

ki
C

1.
0

A
1.

1
B

1.
0

A
1.

0
A

1.
2

A
1.

3
A

1.
4

A
1.

6
A

1.
4

グ
ル

ー
プ

2：
冬

季
期

間

11
ス

ズ
メ

Pa
sse

r m
on

ta
nu

s
A

1.
3

B
1.

2
D

1.
0

D
1.

0
D

1.
0

–
–

–
–

–
–

–
–

12
ツ

グ
ミ

Tu
rd

us
 n

au
m

an
ni

C
1.

0
A

1.
0

C
1.

0
A

1.
0

A
1.

3
A

1.
1

D
1.

0
–

–
–

–

13
カ

ケ
ス

G
ar

ru
lu

s g
la

nd
ar

iu
s

B
1.

0
A

2.
9

A
3.

0
A

3.
9

A
3.

7
B

3.
0

C
2.

0
–

–
–

–

表
1．
全
期
間
に
於
け
る
野
鳥
の
確
認
頻
度
と
平
均
個
体
数
．
頻
度
は
，各
期
間
中
の
合
計
日
数
の
内
に
観
察
が
あ
っ
た
日
数
の
比
率
：

 A
 =

 1
00

%
~

76
%

, B
 =

 7
5%

~
51

%
, C

 =
 5

0%
~

26
%

, D
 =

 2
5%

~
1%

, 
「

 - 
」

=
 観
察
が
な
か
っ
た
．
平
均
数
は
，
各
期
間
中
の
１
日
あ
た
り
に
同
時
に
観
察
し
た
一
番
多
い
数
の
平
均
；
観
察
が
な
か
っ
た
日
数
は
，
平
均
計
算
に
含
ま
れ
て
い
な
い
．
ミ
ヤ
マ
シ
ト
ド
に
つ
い
て
は
，
頻

度
計
算
は
せ
ず
，
各
期
間
中
の
観
察
日
数
に
お
け
る
確
認
回
数
を
示
す
．
学
名
と
和
名
は
，
日
本
鳥
類
目
録
の
改
訂
７
版（
日
本
鳥
学
会
　

20
12
）に
準
拠
し
た
．
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D
ec

. 2
8~

31
Ja

n.
 1

~1
5

Ja
n.

 1
6~

31
Fe

b.
 1

~1
4

Fe
b.

15
~2

8
M

ar
.1

~1
5

M
ar

. 1
6~

31
Ap

r.1
~1

3
Ap

r.1
5~

19
22

~2
4

N
o.

種
名

4
日

間
15

日
間

16
日

間
14

日
間

14
日

間
15

日
間

16
日

間
13

日
間

8
日

間
頻

度
平

均
数

頻
度

平
均

数
頻

度
平

均
数

頻
度

平
均

数
頻

度
平

均
数

頻
度

平
均

数
頻

度
平

均
数

頻
度

平
均

数
頻

度
平

均
数

14
ミ

ソ
サ

ザ
イ

–
–

C
1.

0
D

1.
0

D
1.

0
–

–
–

–
–

–
–

–
–

–
Tr

og
lo

dy
tes

 tr
og

lo
dy

tes

15
エ

ナ
ガ

–
–

C
9.

5
C

9.
2

B
5.

0
A

4.
5

B
2.

2
C

2.
0

D
1.

7
–

–
Ae

gi
th

al
os

 ca
ud

at
us

16
ア

ト
リ

–
–

–
–

D
1.

3
B

1.
2

B
1.

0
C

1.
0

D
4.

0
–

–
–

–
Fr

in
gi

lla
 m

on
tifr

in
gi

lla

グ
ル

ー
プ

3：
春

先
期

間

17
カ

ワ
ラ

ヒ
ワ

–
–

–
–

–
–

–
–

D
1.

0
C

1.
7

B
2.

2
A

1.
5

A
2.

0
Ch

lo
ris

 si
ni

ca

18
キ

ジ
バ

ト
–

–
–

–
–

–
–

–
–

–
–

–
C

1.
9

C
1.

3
A

2.
1

St
re

pt
op

eli
a 

or
ien

ta
lis

グ
ル

ー
プ

4：
全

期
間

，
頻

度
少

数

19
ア

オ
ジ

B
1.

7
D

1.
0

–
–

–
–

C
1.

0
D

1.
0

–
–

–
–

C
1.

0
Em

be
riz

a 
sp

od
oc

ep
ha

la

20
ヒ

ガ
ラ

C
1.

0
D

1.
0

D
1.

0
C

1.
2

C
1.

0
D

1.
0

C
1.

0
C

1.
8

A
1.

3
Pe

rip
ar

us
 at

er

21
ハ

イ
タ

カ
–

–
D

1.
0

–
–

–
–

–
–

D
1.

0
–

–
–

–
–

–
Ac

cip
ite

r n
isu

s

22
カ

ラ
ス

類
–

–
D

1.
0

D
1.

5
C

1.
7

D
1.

5
C

1.
6

D
1.

5
D

1.
0

B
1.

0

表
1．
続
き
．
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期
間

ア
オ

ジ
/

ス
ズ

メ
の

観
察

観
察

回
数

同
時

観
察

比
率

（
頻

度
）

行
動

・
備

考
ア

オ
ジ

/ス
ズ

メ
の

み
本

個
体

同
時

観
察

20
22

年
12

月
30

日
〜

20
23

年
1

月
3

日
ア

オ
ジ

1
羽

1
15

  6
40

％
地

面
で

採
餌

，
木

に
留

ま
っ

て
い

る
．

ア
オ

ジ
も

主
に

地
面

で
採

餌
．

ア
オ

ジ
は

1
月

4
日

〜
2

月
21

日
ま

で
見

な
い

．
ス

ズ
メ

1
羽

   
 4

＋
15

  0
  0

％
20

23
年

1
月

4
日

ス
ズ

メ
1

羽
記

録
な

し
  5

  1
20

%
15

:2
9~

54
（

夕
暮

れ
中

）
: 長

く
一

緒
に

木
に

留
ま

っ
て

い
た

．
20

23
年

1
月

5
日

ス
ズ

メ
1

羽
記

録
な

し
10

  3
30

%
15

:3
0~

35
: 餌

台
で

の
採

餌
の

初
観

察
．

一
時

，
ス

ズ
メ

が
一

緒
に

採
餌

．
20

23
年

1
月

6
日

ス
ズ

メ
1

羽
1

  7
  3

43
%

午
前

と
午

後
，

本
日

2
回

一
緒

に
餌

台
で

採
餌

．
飛

ん
で

い
く

時
も

ス
ズ

メ
に

付
い

て
行

く
．

20
23

年
1

月
7

日
ス

ズ
メ

1
羽

3
  3

  0
  0

%
15

:2
0:

 木
の

上
に

あ
る

松
の

枝
へ

の
飛

翔
の

初
観

察
．

20
23

年
1

月
8

日
ス

ズ
メ

2
羽

0
  6

  2
33

%
2

回
と

も
，

雪
の

上
に

ス
ズ

メ
2

羽
と

一
緒

に
採

餌
．

20
23

年
1

月
9

日
ス

ズ
メ

1
羽

4
  4

  0
  0

%
本

個
体

は
木

の
下

の
地

面
と

雪
の

上
に

採
餌

，
松

の
枝

へ
の

飛
翔

の
繰

り
返

し
．

20
23

年
1

月
10

日
ス

ズ
メ

1
羽

0
  9

  2
22

%
9:

53
: 両

種
は

松
の

枝
で

留
ま

り
，

14
:5

3~
15

:0
1：

3
分

間
，

餌
台

で
一

緒
に

採
餌

．
20

23
年

1
月

11
日

不
在

0
  9

  0
  0

%
単

独
行

動
：

地
面

や
餌

台
で

採
餌

，
じ

っ
と

木
に

留
ま

っ
た

り
，

松
の

枝
へ

飛
翔

の
繰

り
返

し
．

20
23

年
1

月
12

日
ス

ズ
メ

1
羽

0
  5

  1
20

%
15

:5
4~

58
: ス

ズ
メ

は
餌

台
で

採
餌

，
本

個
体

は
近

く
で

木
に

留
ま

っ
て

い
た

．
20

23
年

1
月

13
日

ス
ズ

メ
1

羽
4

  5
  0

  0
%

本
個

体
は

地
面

や
雪

で
採

餌
，

木
に

留
ま

り
；

ス
ズ

メ
も

同
行

動
だ

が
，

一
緒

で
は

な
い

．
20

23
年

1
月

14
日

〜
20

23
年

1
月

27
日

不
在

0
多

数
  0

  0
%

27
日

ま
で

ス
ズ

メ
の

観
察

が
な

か
っ

た
．

本
個

体
は

単
独

で
行

動
す

る
．

20
23

年
1

月
28

日
〜

20
23

年
2

月
1

日
ス

ズ
メ

1
羽

2
26

  0
  0

%
ス

ズ
メ

飛
来

の
２

回
と

も
夕

暮
れ

の
時

，
15

分
間

以
上

木
に

留
ま

っ
た

り
採

餌
し

た
．

20
23

年
2

月
2

日
ス

ズ
メ

1
羽

0
  7

  2
29

%
10

:3
5~

50
: 3

5
分

に
本

個
体

が
木

に
い

た
，

38
分

に
ス

ズ
メ

も
木

に
，

41
分

に
ス

ズ
メ

が
地

面
へ

，
44

分
に

本
個

体
も

地
面

へ
移

動
し

た
が

，
30

秒
後

，
ス

ズ
メ

を
追

い
出

し
た

．
10

:5
5~

11
:0

3:
 5

5
分

に
本

個
体

は
木

に
い

た
，

57
分

に
ス

ズ
メ

も
木

へ
，

11
:0

0
に

両
種

は
地

面
へ

採
餌

，
03

分
に

本
個

体
は

ス
ズ

メ
を

追
い

か
け

た
が

，
ス

ズ
メ

が
地

面
に

残
っ

た
．

20
23

年
2

月
22

日
ア

オ
ジ

1
羽

6
6

  0
  0

％
木

に
留

ま
っ

た
り

地
面

で
採

餌
．

一
時

同
時

に
い

た
が

，
た

ま
た

ま
と

判
断

し
た

．
20

23
年

2
月

23
日

ア
オ

ジ
1

羽
4

5
  2

40
％

7:
53

~5
7:

 一
緒

に
木

に
留

ま
っ

た
り

地
面

で
採

餌
し

た
が

，
地

面
で

採
餌

中
，

２
回

ほ
ど

本
個

体
に

追
い

か
け

ら
れ

た
が

，
ア

オ
ジ

は
地

面
に

残
っ

た
．

9:
38

~4
0:

 ア
オ

ジ
の

近
く

で
地

面
で

採
餌

．
20

23
年

2
月

24
日

ア
オ

ジ
1

羽
1

5
  0

  0
％

ア
オ

ジ
は

木
に

留
ま

っ
た

り
地

面
で

採
餌

し
た

が
，

本
個

体
が

同
時

に
い

な
か

っ
た

．
20

23
年

2
月

25
日

ア
オ

ジ
1

羽
6

4
  0

  0
％

本
個

体
と

ア
オ

ジ
が

1
日

中
数

回
飛

来
し

た
が

，
同

時
に

い
る

こ
と

が
な

か
っ

た
．

20
23

年
2

月
26

日
ア

オ
ジ

1
羽

5
4

  1
25

％
ア

オ
ジ

は
木

に
留

ま
り

，
本

個
体

は
採

餌
後

，
松

の
枝

へ
飛

ん
だ

ら
，

ア
オ

ジ
も

同
じ

方
向

へ
．

20
23

年
2

月
27

日
ア

オ
ジ

1
羽

4
5

  0
  0

％
本

個
体

と
ア

オ
ジ

が
1

日
中

数
回

飛
来

し
た

が
，

同
時

に
い

る
こ

と
が

な
か

っ
た

．

20
2

年
4

月
23

日
ア

オ
ジ

1
羽

0
4

  1
25

％
17

:4
5~

18
:0

4:
 本

個
体

は
18

:0
2

ま
で

木
に

留
ま

り
，

地
面

で
ア

オ
ジ

が
採

餌
し

て
い

た
所

へ
降

り
た

ら
，

ア
オ

ジ
が

す
ぐ

飛
ん

で
，

本
個

体
は

し
ば

ら
く

そ
こ

で
採

餌
．

一
瞬

の
み

20
23

年
4

月
24

日
ア

オ
ジ

1
羽

1
1

  0
  0

％
ア

オ
ジ

は
同

時
に

い
な

か
っ

た
が

，
8:

19
に

本
個

体
は

地
面

で
採

餌
，

最
後

の
観

察
と

な
っ

た
．

表
2．
ミ
ヤ
マ
シ
ト
ド
の
ア
オ
ジ
・
ス
ズ
メ
と
の
行
動
観
察
記
録
．「
本
個
体
」の
観
察
回
数
は
，
ア
オ
ジ
も
し
く
は
ス
ズ
メ
が
同
時
に
い
て
も
い
な
く
て
も
カ
ウ
ン
ト
し
た
回
数
．「
同
時
観
察
」と
は
，
ア
オ
ジ
も
し
く
は
ス

ズ
メ
が
本
個
体
の
近
く（
約

80
 cm

 以
内
）に
い
る
場
面
が
観
察
さ
れ
た
回
数
を
示
す
．「

4+
」と
は
ス
ズ
メ

/ア
オ
ジ
の
詳
細
な
観
察
回
数
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
，
期
間
中
４
回
以
上
は
確
実
に
観
察
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
．「
木
」と
は
観
察
現
場
に
あ
る
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
の
木
で
，「
松
の
枝
」と
は
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
の
木
の
上
部
に
あ
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
枝
の
こ
と
．「
餌
台
」は
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
の
木
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
．
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合
計

平
均

20
22

年
12

月
30

日
〜

20
23

年
1

月
3

日
ア

オ
ジ

15
  6

40
％

20
23

年
1

月
4

日
〜

20
23

年
1

月
13

日
ス

ズ
メ

54
12

22
％

こ
の

期
間

に
ス

ズ
メ

と
一

緒
に

い
る

頻
度

が
だ

ん
だ

ん
減

少
し

て
い

る
．

20
23

年
1

月
4

日
〜

20
23

年
1

月
6

日
ス

ズ
メ

22
  7

32
％

20
23

年
1

月
11

月
〜

20
23

年
1

月
13

日
ス

ズ
メ

19
  1

  5
％

20
23

年
2

月
22

日
〜

20
23

年
2

月
27

日
ア

オ
ジ

29
  3

10
％

表
2．
続
き
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N
o.

日
付

観
察

回
数

記
録

型
観

察
者

出
典

備
考

1
19

36
年

12
月

千
葉

日
本

鳥
類

目
録

，
第

7
版

（
20

12
）

19
36

年
12

月
千

葉
県

木
更

津
古

川
竜

城
岡

，
19

72
2

19
64

年
3

月
東

京
日

本
鳥

類
目

録
，

第
7

版
（

20
12

）
19

64
年

3
月

9
日

東
京

都
西

多
摩

郡
岡

董
高

岡
，

19
72

3
19

69
年

3
月

北
海

道
日

本
鳥

類
目

録
，

第
7

版
（

20
12

）
19

69
年

3
月

北
海

道
尾

岱
沼

（
別

海
町

）
高

野
，

19
82

4
19

75
年

2
月

北
海

道
日

本
鳥

類
目

録
，

第
7

版
（

20
12

）
19

75
年

2
月

北
海

道
春

別
川

河
口

（
別

海
町

）
今

井
，

小
沢

高
田

，
19

91
5

19
77

年
4

月
舳

倉
島

（
石

川
県

輪
島

市
）

日
本

鳥
類
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